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1.本論文の課題
近年、 日本語教育において 日本語音声の習得 と教 育の重要性が指摘 される ようにな って
いる。その中で も促 音 ・長音 ・擾 音、即 ち特殊拍 の知覚 と生成の習得は、母語 の違いを問わ
ず困難であ り数多 くの先行研究が行われてきてい る。 日本語母語話者 は 「拍」の感覚があ'
り特殊拍を含めた一拍の長 さをカテ ゴリー として 自動的に認識 できるのに対 し、外国人 日
本語学習者 のほ とん どは 「拍」の感覚がなく、特殊拍 を一拍 として知覚することが難 しく、
また、生成 も困難 となる。特に中国人学習者 にとって、 日本語音声習得上、最 も困難な問
題の一つ とされてい る。
、 本論文で課題 としたのは、特殊拍の中の促音の知覚 と生成 であ り、対象 とした学習者は、
中国内モ ンゴルのモンゴル語 と北京語のバイ リンガル話者である。また北京語のモ ノ リン
ガル話者、 さらに 日本語母語話者 と比較対照 しなが ら分析 を行い、促音の知覚 と生成 を詳
細 に検討 した。 日本語促音の習得研究おいては、これ まで、拍感覚の背景 となる要素 とし
て、閉鎖持続 時間お よび摩擦性雑音の持続時間が主に取 り上げ られ てきたが、モ ンゴル語
では閉音節が明確 に区別 されているため、同語母語話者 を対象 とす る促音習得 の研究には、
閉音節での母音 の突然 の停止(母 音の音圧の減衰)の 度合いを研究の視野に入れる必要が
あった。
方法論 として、 日本語促音 の知覚 の実験に関 しては合成音 を作成 ・使用 し、音声の量的
特徴 を操作 してさま ざまな刺激音を提示 して、促音であるか どうかの知覚的判断を求 め、
その統計的分析、 さらに、被験者 の内省等 による質的分析 も加 えて総合的に検討 した。 日
本語促音の知覚に関わる音声的な要素 として、閉鎖お よび摩擦性雑音の持続 時間だけでは
なく、母音 の突然停止(母 音の減衰)の 度合い、アクセン ト型、語 中の位置 、また、対象
者(学 習者)の 日本語能力 レベルな どを含 め、統計的分析を行 った。 さらに、促音 として
知覚す る際、聞き手が促音である と判断す る音声の基準は何で あるかについてインタビュ
ー調査 を行い、統計分析では見落 とされがちな内省的な面を総合的に考察 して行こ うとす
るものである。
促音の生成 に関 しては、学習者が生成 した音声 を 日本語母語話者 に評価 して もらう方法
と音響音声学的な量的の分析 を行い、母語話者 の評価 と音響的な特徴の異同にっいて探っ'
ている。
本論文では、標題の問題 について、まず学習者 の 日本語促音の知覚面 と生成面の問題 を
ご
分 け、次に知覚 と生成の関係 について上記の ような さま ざまな観点を取 り入れ、15章 か
らなる実証的な検討 が行われてい る。
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3.本 論文 の概要
本論 文では、第1章 か ら第3章 において、 日本語促音 の習得 に関す る先行研 究を包括的
に示 し、モンゴル語 と中国語の当該音声に関連す る音韻 的特徴(中 国南方方言 に見 られる
入声な どの特徴 を含む)を まとめてい る。その上で、第4章 か ら第14章 にお いて、論文
提出者が行 った数多い実証的研究を一つ一つ丁寧に記述 している。それぞれ の内容 につい
ては、上記 「本論文の構成」,においてある程度詳 しく列挙 されているので、実証的な検討
により明 らかになった点を以下4つ の観点別に示す こととす る。
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嗜① 日本語促 音の知覚 について
日本語促音の知覚 には閉鎖(摩擦性雑音)の侍続時間だけではなく、後続子音、アクセン ト
型、そ してこれ まで明 らかにされてなかった母音の突然停止(母 音の音圧 の減衰)の 度合
いな どが影 響す ることが明 らかになった。影響の度合いは、母語によって特徴が異なる。
特に母音の突然停止 の度合いの与える影響は、モンゴル語 と北京語のバイ リンガル 日本語
学習者 において母音 の突然停 止の度合いが高けれ ば高いほど、閉鎖俸 擦性雑音)の持続時間
が短い段階で促音 として判断 しやす くな るのに対 して、北京語モ ノリンガル の学習者 の揚
合は母音の突然停 止の度合いが 「低」の場合 の方が閉鎖俸 擦性雑音)の持続時間が短い段階
で促音 だ と判断す る とい う逆の傾向がある。 日本語母語話者 においては閉鎖(摩擦性雑音)
の持続 時間が最 も重要な決定因である。
促音 の知覚は、上記 のよ うに母語によって異なる特徴 を持つが、共通 にみ られる特徴 も
確認され た。例 えば、後続子音が/k/の揚合の方が/p/とん/の揚合よ り短い持続時間で促音
だと知覚 している。後続子音が有気化 した方が無気の揚合 よ り短い持続時間で促音を知覚
していることなどが、共通 して見 られている。
促音 の単語内の位置 も学習者の促音の知 覚に影響す る傾 向が観察 された。モ ンゴル語 と
北京語のバイ リンガル 日本語学習者の場合 、後続する子音が破裂音だ と、促音が第二拍に
あっても、第三拍 にあっても、ほ とんど変 わらない。 しか し、後続す る子音が摩擦音 の場
合は、促音 の位置 が第三拍 になると知覚検知 が弱 くなる傾 向が見 られた。北京語モノ リン
ガル の学習者 の揚合 は促音が第二拍 にある場合、第三拍 にある揚合 よ り、閉鎖(摩 擦性雑
音)持 続時間が短い段階で促音があると判 断 している。しかも、促音が第三拍にある揚合、
促音が第二拍にある揚合 と比べ、閉鎖(摩 擦性雑音)持 続 時間が長 くならない と促音 であ
る と判断で きないだけではな く、閉鎖(または摩擦性雑音)持続 時間が非常に長 くなづて も、
促音がない と判断 した り、第一拍後 に促音 があると誤って判断す る傾向が出ている。
②促音 の知 覚の指導 について
拍感覚 を持たない 日本語学習者 においては促音の音声特徴 を視覚情報 を用いて、学習者
の母語で丁寧に説明することと反復練習 とによって、促音 の知覚方略 を意識的 に変えるこ
とが可能で ある。具体的に以下の通 りの結果が得 られた。
まず、モンゴル語 と北京語のバイ リンガル においては後続子音が破裂音 の揚合、母語に
よる説明お よび反復練習によ り促音判断境界値が有意に伸び、 日本語母語話者 の知覚に近
づ くことが可能だったが、カテゴ リー的知覚への移行 はそれ ほ ど明確 にはなっていない。
後続子音が摩 擦音 の揚合はその効果 は促音判断墳界値 の変化 には現れに くいが、カテ ゴリ
ー的知覚へ の移行 には有利 に働 くことが分かった。 さらに、知覚における摩擦性雑音持続
時間の判断 に関す る 「一貫性」について全体 としては、明確な変化 はなかったが、判断境
界が 日本語母語話者 の壌界近 くに移行する傾 向は明確に見 られた。
一方、北京語 のモノ リンガルでは、後続子音が破裂音 の場合、母語に よる説 明 と反復練
習に より閉鎖(摩 擦性雑音)持 続時間促 音判断境界値が有意に伸び、 日本語母語話者の知
覚に近づけることが可能であ り、カテ ゴリー的知覚への移行 にも確実な効果が あった。摩
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擦性雑音 の場合、促音判断箋界値が有意に長 くなったが、過剰修 正とも思われ るほど日本
語母語話者 の知覚 より判断壌界値 が長 くなった。 しか し知覚判断のば らつきは縮まる傾 向
が見 られた。また。知覚判断における 「一貫性」 については学習者全体について も個人に
っいても変化 し、母語話者 の判断境界値の付近では一貫 しない 「逆転」判断が多 くな り、
逆に判断境界値か ら遠い揚合 は 「逆転」の数 は明らかに減少 したことが分かった。
③促音の生成にっいて
促音 の生成に関 しては、まず学習者が生成す る音声 と日本語母語話者が生成す る音声を
比較 し、音響音声学的に的 にどの ように異なるかを検討 した。また、それが 日本語能力 レ
ベル の向上 に伴い どの ように変化 してい くかを観察 した。 さらに、学習者 の音声を 日本語
母語話者がいかに評価す るか、とい う観点か ら、学習者の発音上における問題 を探 った。
まず、促音 の生成の音響音声学的な特徴 に関 しては促音に先行す る母音長は学習者 の母
語を問わず、 日本語能力の レベル の向上によ り日本語母語話者 の生成す る特徴 に近づいて
い く傾 向が見 られた。閉鎖 または摩擦雑性の持続 時間長はモ ンゴル語 と北京語のバイ リン
ガル の学習者 の場合、初級 レベルか ら日本語母語話者 の生成 の特徴 と類似 した ものになっ
ている。 しか し、北京語のモノ リンガル の学習者 は上級 レベル になってか らようや く日本
語母語話者の特徴 に近づ く傾 向が見 られた。
次 に、 日本語母語話者の評価による促音(非 促音)生 成の特徴 とその問題点 を検討 した
結果についてまとめる。
モンゴル語 と北京語のバイ リンガル学習者揚合には、単語 レベル における生成の特徴 は
日本語能力 レベルを問わず 、非促音語の誤 りは促音語 の誤 りより多い傾向があった。その
傾向は、 日本語能力の レベルの向上により減少する。短文 レベルにおける生成の特徴 も非
促音語の誤 りは促音語の誤 りより数多 く見られ る傾向があった。これ は 日本語能力の レベ
ルの向上によ り減少するわけではない。また、評価上問題があった音声の特徴は、発話ス
タイルに関係なく、促音または非促音の持続時間を うまくコン トロールで きない 「促音 の
脱落」、 「促音の挿入」お よび 「曖昧な発音」な どの問題が数多 く多 く現れた。また、単音
レベル において促音に後続する音節の発音の誤 りは、母音を長 く発音する問題 だけにとど
まるが、短文 レベルおいては、母音を長 く発音するだけではな く、母音 を短 くする問題、
子音または母音の誤 りな どの多 くの問題が見 られた。
北京語 のモノリンガルにおける生成の問題は発話スタイルに関係な く、 日本語能力の レ
ベルの向上によ り誤 りが減少 していく傾向を見せた。特に促音語における誤 りの減少が顕
著であった。 また、評価上問題があった音声の特徴の観点か らみる と発話スタイルに関係
なく、促音または非促音の持続時間を うまくコン トロールできない問題 が最 も多 く見 られ、
持続時間の長短 のコン トロールが学習者にとって困難で、特 に非促音 における持続時間の
問題は習得が最 も困難であることが観察 された。
④促音の知覚 と促音の生成の関係 にっいて
日本語学習者 における促音の知覚 と促音の生成の関係について、モ ンゴル語 と北京語 の
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圃バイ リンガル と北京語 のモ ノリンガルを対象 とし、 日本語能力 の レベルの向上によ りどの
よ うに変化するかを同一被験者 による音響的実験データの縦断的な分析 を行った。
まず、モ ンゴル語 と北京語 のバイ リンガルにお ける促音 の習得に関 して母語(モ ンゴル
語)の 特徴、特に閉音節での母音 の突然停止 が、初級段 階ではプラスの影響 を与える。 し
か し、習得が進むにつれて、促音の習得にマイナスの影響 を与えて しまい、中級 目本語能
力の レベル の段階では、一時的停滞化現象が起こる。上級 日本語能力 のレベルにか けて、
停滞化現象か ら脱 し、知覚 と生成 はより母語話者 に近づいてい る。 また、促音 の知覚 にお
ける困難点 は、まず後続子音が破 裂音 の揚合、 日本語能カ レベル に関係 なく、非促音の誤
りの方が促音 の誤 りよ り多い。一方、後続子音が摩擦雑音 の場合、後続子音が破裂音の場
合の結果 と異な り、促音の誤 りの方が非促音 の誤 りより多 く見 られた。
北京語 のモノ リンガルの揚合、中国北方方言 には 日本語 の促音 に似た音、っま り音韻体
系がないた め、促音 の習得 が難 しい。特に、初級時期は促音 の知 覚に関 して さまざまな方
法を使 って、母語に存在 しない音韻を弁別 しようとしている。 学習期間の増加 に伴 ってあ
る程度 、知覚 の範疇化が起こるが、知覚判断に曖昧な領域が広 レ、。
また、促音の知覚の困難点 は破裂音の揚合、非促音 の誤 りは促音 の誤 りよ り多 く、摩 擦
音の揚合、促音 の誤 りは非促音の誤 りよ り多い。生成の困難 な点は 日本語の レベル の向上
に伴い、促音語 の誤 りは減少す るが、非促音語の誤 りはそれ ほど減少 しない。 さらに、知
覚能力 と生成能力 の問に正の相関見 られ る。 しか し、上級 レベル になる と、知覚判断境界
のば らっきが小 さくなる傾 向が見 られ、促音の判断の誤 り率が減少す るが、生成能力 はそ
れ ほど進 まず、化石化 して しま う可能性が高 くなることが分 かった。
第15章 においては、本論文のま とめとして、学習者 の母語が異なる と、促音習得のプ
ロセスが異なること、モ ンゴル語および北京語それぞれ の特徴 が どのよ うに影響す るか明
らかになった点を示 している。また、促音の知覚、そ して学習者が生成す る音声へ の評価
に促 音 を発 音 す る際 の母 音 の突 然停 止(母 音 の減 衰)の 度 合 い が影 響 を与 え てい
る 実態 を要 約 して い る。 さ ら に、こ う した知見が、今後、日本 語 促 音 の 指 導 にお い
て活 用 で き る点 を 示 した。
4.審 査結果
本論文の公開審査 は,2016年1月27目(水)午後3時 ～5時,本 部棟大会議室において行わ
れた。
日本語の特殊拍、特に促音の習得は外国人学習者にとって、知覚 の面でも生成の面でも困難で
あることは従来から指摘 されてきた。日本人にとって、拍(モ ーラ)の感覚は、時間的な単位 と
して 自動的に知覚 される。促音では閉鎖(または摩擦性雑音)の持続時間を主なパ ラメータとし
てカテゴリ 一ー的知覚をしているとされる。この研究では、合成音を用い、持続時間とともに、母
音の突然の停止(母音の音圧の減衰)の、アクセン ト型、さらに学習者の 日本語能力などを含め、
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さまざまな観点から実験的調査、アンケー ト調査を繰 り返 し、詳細な検討 を行っている。対象 と
して、中国内モンゴルのモンゴル語を母語 とし、北京語も習熟 している学習者、北京語だけを母
語 としている学習者、 口本語母語話者 を扱っている。モンゴル語 においては、音節が/p/,
/t/,/k/で終了する閉音節が明確に区分 されてお り、日本語の促音の知覚 と生成において、こう
した閉音節構造がどのように影響す るかは、多くの研究者が興味を抱くであろう。この点を実証
的かっ多面的に検討 していることが、本論文の特長であり、実証的な分析の結果は、従来にない
新 しい知見をもたらしている。また、北京語母語話者 との比較対照も、興味深い結果をもたらし
ている。 これ らは審査員が一致 して高く評価す る点である。
しか しながら、公開審査会では問題点も幾つか指摘 されている。歩論文は、日本語促音の知覚
と生成を追究するあまり、単語 レベルでの検討がほとんどで、文脈や談話の中での知覚や生成に
っいての観点が非常に限られている点、また、一部の術語の不統一や論文としての表現上の問題
などが挙げられた。
今後の課題 として検討すべき点はあるが、審査会での質疑についても論文提出者は、的確に回
答 し、改善すべき点についても発展的な議論を交わすことができ、高い見識を有 していることが
示 された。
論文提出者 は、本研究で対象とした内モンゴルの日本語学習者 としての長い経験の上で、自分
自身の問題 として 日本藷促音の知覚 と生成の研究を行ってきた。モンゴル語を母語 とする学習者
に外国語としての 日本語音声がどのように聞こえているのか、この点は、審査員にとっても新 し
い発見が多く、本研究の意義に説得力を与えていると思われる。
以上から審査員一同は,劉永亮に博士(日本語教育学)の学位を授与す ることが適当であると
判断した。
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